
平成２５年度
京都府環境にやさしい農業推進コンクール

梅本農場（梅本 修）

野菜が素直にグングン育つために、
落ち葉や刈草、海草などの自然のもの
だけをたっぷり使って健全な土作りに
努めています。

そして、肥料は、米ヌカやカニガラ

・カキガラを使った自家製ボカシ肥料
を使っています。

だから、梅本農場の畑では、ミミズや

クモ、テントウムシ、いろんな微生物が
いっぱい住み着いているのです。

この多くの生命が美味しい野菜を育て

てくれるのです。

第１９回全国環境保全型農業推進コンクール 奨励賞（全国環境保全型農業推進会議会長賞）

■カニ殻等の地域資源を活用した有機農業（有機ＪＡＳ認証）、年間品目は約１００種類

■ 「自然の恵みを受けて、健康でおいしい野菜をつくり、自然に恩返しする」がモットー

■ＮＰＯ法人「エコネット丹後」の中心メンバーとして、環境保全活動に努める

（例：使用済みてんぷら油を原料とするバイオディーゼル燃料をトラクターに使用など）

■学校給食への安心・安全食材の提供などを通じた地域貢献

知事賞

NPO法人エコネット丹後 http://eco-tango.net/


